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あ なたの子育て応援します!
こども 家庭
支援センタ ー 風の子 4 日1 日オープン! !

★
あ
だ
ち
子
育
て
応
援
宣
言
★

か
つ
て
足
立
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
回
り
、
ま
さ
に

「
風
の
子
」
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
大
人
は
、
隣
ど
う
し
声
を
か
け
合

い
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
の
急
激
な
変
化

は
、
子
ど
も
た
ち
や
、
子
育
て
中
の
親
を
取
り
巻
ぐ
環
境
を
す
っ
か
り
変

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
、
身
近
に
相
談
す
る
相
手
も
な
く
、
若
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
子

育
て
の
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
足
立
区
に
か
つ
て
あ
っ
た

「
下
町
の
心
」
を
か
た
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
機
に
、
地
域
み
ん
な
で
子
育
て

を
応
援
す
る
よ
う
、
足
立
に
子
育
て
の
風
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

ど
の
子
も
み
ん
な
あ
だ
ち
の
未
来
で
す
。

子育て
の悩み

ぎゅっ
と受けとめます

★
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
I・

「
風
の
子
相
談
ら
い
ん
」
が
始
ま
り

ま
す
。

「
風
の
子
相
談
ら
い
ん
」
は
、
O
歳

か
ら
1
8歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
子
育

て
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
来
所
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
(
い

ず
れ
も
4
月
1
日
以
降
受
け
付
け
)

に
よ
る
子
育
て
何
で
も
相
談
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情

報
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
=
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

日
(
3
6
0
6
)
1
3
3
`
j

※
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
は
2
4時
間

受
け
付
け
(
回
答
は
翌
開
館
日
に
な

り
ま
す
)

F
A
χ
(
3
6
0
6
)
7
4
4
4

E
メ
ー
ル
=
k
a
z
e
n
o
k
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

親
子
で
ほ
っ
と

し
ま
せ

ん
か

★
4
月
8
日

、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

が
ス
タ
ー
ト

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
は
、主
に
3
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
が
、
親
子
で
い
つ

で
も
自
由
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
絵
本
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
遊
具

が
あ
り
、
ま
た
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を

持
つ
方
は
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
よ
う
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り
ま

す
。

オ
ー
プ
ン
時
間
=
月
曜
～
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

★
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
交
流
の
場

「
子
育
て
広
場
」

「子
育
て
広
場
」は
、子
育
て
の
自

主
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
活
動
す
る
場
で

す
。
ひ
と
り
で
子
育
て
は
大
変
。
子

育
て
仲
間
で
集
ま
っ
て
情
報
交
換

し
、
楽
し
く
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。

虐待などの
深刻な

問
題
に
対
応
し
ま
す

★
専
門
機
関
や
区
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
子
育
て
応
援

子
育
て
の
深
刻
な
問
題
は
、
保
健

所
や
保
育
園
、
児
童
館
や
福
祉
事
務

所
な
ど
専
門
機
関
と
と
も
に
チ
ー
ム

体
制
を
組
み
、解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
必

要
な
範
囲
で
、
住
所
や
家
庭
状
況
な

ど
の
個
人
情
報
を
保
有
機
関
か
ら
収

集
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
ケ
ー
ス

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
子
育
て
家
庭
を
応

援
し
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
子
育
て
支
援
課
ま
で

★
計
画
し
て
い
ま
す
「
あ
だ
ち
・
ほ

っ
と
ほ
I
む
事
業
」

何
ら
か
の
理
由
で
、
子
ど
も
を
春

育
す
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
対

し
、
一
時
的
な
養
育
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
あ
だ
ち
広

報
4
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
も
F

I

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
風
の
子

ク
ラ
ブ
」
開
設
準
備
中

携

帯

電
話

か
ら

も

ア
ク
セ

ス
で

き

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

を
開

設
し

ま
す
。

子
育

て

に
役

立

つ
情
報

を
満
載

す

る

予
定

で

す
。

ア

ド

レ

ス
=
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
z
e
n
o
k
o
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

※
4

月
1

日

開
設

予
定

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

開

催

高
校
生
に
よ
る
劇
や
、手
あ
そ
び
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る

催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
日
時
=
4
月
7
日
㈲
、

午
前
1
0時
～
午
後
4

時

主
催
=
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
・
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

場
所
=
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

子
育
て
支
援
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8

肖
0

▲ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー( イ メ ー ジ 図)

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
足

立
の
今
昔

4
・
5
面
マ
第
3
0回
世
論
調
査
/
春
の
交
通
安
全
運
動

6
・
7
面
マ
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板

/
ひ
ろ
ば

8
面
マ
マ
マ
足
立
区
は
7
0周
年
を
迎
え
ま
す
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち
/
あ
だ
ち
広
報
の
配
布
方
法
変
更

区長へのファクス

3880- 5678

「区 民の 声」を

お待ちしています

葦立

ち

た
び
だ
ち

め
っ
き
り
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

春
は
「
出
会
い
」
と
「
別
れ
」
の

と
き
。
入
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
新

し
い
環
境
で
4
月
を
迎
え
る
方
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
区
内
で
は
、
最
後
の
卒
業
式

を
迎
え
る
小
学
校
が
あ
る
一
方
で
、
2

つ
の
小
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。

千
寿
第
四
小
と
柳
原
小
が
「
千
寿

常
東
小
学
校
」
に
、
千
寿
小
と
千
寿

第
二
小
が
「
千
寿
小
学
校
」
と
し
て
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

私
の
家
は
父
親
、
私
、
子
ど
も
と
3

代
、
こ
の
千
寿
第
二
小
学
校
の
卒

業
生
で
す
。
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
運
動

会
や
学
芸
会
・
…

で
も
ひ
と
つ
足
り
な
い
の
が
卒
業

式
の
思
い
出
。
当
時
(
昭
和
1
9年
)

戦
局
が
激
し
く
な
り
、
6
年
生
の
と

き
疎
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

木
造
だ
っ
た
校
舎
も
空
襲
で
焼
け
て

し
ま
い
、
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
な
い

ま
ま
終
戦
。
そ
し
て
中
学
校
へ
・…

同
級
生
と
の
付
き
合
い
は
め
っ
き

り
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
竹

馬
の
友
。
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
仲

間
、
心
は
ひ
と
つ
で
し
た
。

平
成
元
年
、
同
窓
会
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
そ
の
と
き
一
緒
に
卒
業
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
よ
り
、

ず
い
ぶ
ん
若
い
校
長
先
生
か
ら
卒
業

証
書
を
渡
さ
れ
、
み
ん
な
感
激
し
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

学
校
は
地
域
文
化
の
"
発
祥
の
地
"

で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
統
合
さ
れ
る
4

校
の
分
も
含
め
て
、生
徒
や
先
生
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
で
統
合
新
校

か
ら
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

足
立
区
長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 14年3 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 284, 505　人口: 640, 413人( 男: 323, 336人, 女: 317, 077人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
3 月26 日
から受け付け

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
の
送
付
予
定
に
つ
い
て

1
4
年
度
の
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」

を
、
4
月
上
旬
に
、
対
象
者
へ
簡
易

書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
対
象

=
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
下
肢
・
体
幹
・
平
衡
機
能
障
害
I

級
～
3
級
、
視
覚
障
害
I
級
、
内
部

障
害
I
級
の
方

自
動
車
燃
料
費
助
成
へ
の
切
り
替

え
を
希
望
す
る
場
合

タ
ク
シ
ー
券
を
使
用
し
な
い
で
変

更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
、
案
内
書
を
同
封
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
と
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は

ど
ち
ら
か
一
つ
の
選
択
に
な
り
ま
す

I

い
ず
れ
も
匚
卜

問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
(
表
2
)

表2 福祉事務所一覧

※ 電話はおかけ間違いのないよ
うにお願いします

医
療
費
自
己
負
担
金
が

変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
病
院
な
ど
で
支
払

う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り

ま
す
。
※
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
過
分
の
窓
口
で
の
支
払
い
は

な
く
な
り
ま
す

対
象
=
(老
)、
(福
)の

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

自
己
負
担

金
=
表
I

問
先
=
高
齢
医
療
係

(障
)、
(親
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方

表
I
の
自
己
負
担
金
の
対
象
と
な

る
の
は
、
(
砂
・
(食
)の
表
示
が
あ
る

方
で
す
。
(食
)の
み
表
示
の
方
は
入
院

時
の
食
事
療
養
費
(
変
更
な
し
)
の

み
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
対
象
=
(

障
)、
(親
)の
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

自
己
負
担
金
=
表
1

問
先
=
障
害

給
付
係
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

係

表1 医療証がある方の自己負担金

※ 保険対象外のものは全額自己負担となります

保
育
の
ご
案
内

保
育
園
の
ほ
か
に
も
区
の
制
度
に

基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
乳
幼
児
の
保

育
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

保
育
し
ま
す
。

保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
お
も
に
3

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま

す
。認

証
保
育
所

惠
只
都
が
独
自
に
認
証
し
、
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
都
市
型
の
保
育
所
で
す
。

緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
、

保
育
が
困
難
な
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
、
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
ま
た

は
一
部
の
保
育
室
で
一
時
的
に
保
育

し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す
る
た
め

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
日

曜
・
祝
祭
日
・
年
末
(
1
2月
2
9・
3
0

日
)
に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
I
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
一

部
の
保
育
室
で
預
か
り
ま
す
。

病
後
児
保
育

満
I
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
か

発
熱
な
ど
軽
い
病
気
の
と
き
に
、
保

護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
区
が
委
託

し
た
施
設
で
預
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
卜

問
先
=
保
育
振
興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
Q

り

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

不
安
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
ま
た
は

高
齢
者
夫
婦
の
方
に
、
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
く
た

め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
食
事

の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活
相
談

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:区
内

在
住
の
満
6
0歳
以
上
の
方
(
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
が
満
6
0歳
以
上
で
あ
れ
ば

可
)
/

自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身

体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま
た

は
高
齢
等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す

る
に
は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
方
/
歩

行
、
着
替
え
、
入
浴
、
ト
イ
レ
、
自

室
の
掃
除
な
ど
が
自
分
で
で
き
る
方
/

使
用
料
の
負
担
能
力
が
あ
る
方
/

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方

募
集
室

数
=
個
室
3
室
、
夫
婦
室
I
室

費

用
=
年
収
に
応
じ
て
月
額
約
3
～
1
2

万
円

申
込
=
事
前
に
電
話
の
う
え

申
込
用
紙
を
本
人
と
保
証
人
が
直
接

ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
に
提
出

申
込
期

間
=
3
月
2
6日
～
4
月
5
日

※
申

込
用
紙
は
、
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
区
民
事
務
所
、
ケ
ア
(
ウ

ス
六
月
、
ま
た
は
、
高
齢
調
整
係
で

配
付

申
先
=
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
　

日
(
5
2
4
2
)
0
3
0

″
D

問
先
=
高
齢
調
整
係

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

接
種
時
は
飼
い
主
に
犬
を
押
さ
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
犬
を
押
さ
え
ら

れ
な
い
場
合
、接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
等
=
表
3
(
雨
天
決
行
)

費
用
=

一
頭
に
つ
き

▽
登
録
済
犬
…
3

千
5
5
0円

▽
未
登
録
犬
・
:
6千
5
5
0円

(登
録
料
3
千
円
含
む
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
ヘ

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
の
犬

の
放
し
飼
い
に
よ
り
、
犬
に
か
ま
れ

た
り

、
急
に
飛
び
つ
か
れ
る
事
故
が

お
き
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
ひ

き
綱
を
必
ず
つ
け
て
散
歩
し
、
公
園

な
ど
の
区
画
さ
れ
た
場
所
で
も
絶
対

に
犬
を
放
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
匚
卜

問
先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛
生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

次
期
老
人
保
健
福
祉
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

1
2年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

は
、
3
年
ご
と
に
事
業
計
画
の
見
直

し
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
介
護
保

険
事
業
計
画
に
調
和
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画
改
定
に
あ

た
り
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
現
状
や
意

向
を
調
査
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
0歳
以
上

の
方
か
ら
無
作
為
で
対
象
者
を
抽
出

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
発
送
い

た
し
ま
す
の
で
回
答
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
高
齢
計

画
課
ま
た
は
介
護
保
険
課

足
立
区
有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
置

指
導
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

4
月
1
日
か
ら
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
事
業
を
計
画
す
る
事
業
者
に
対

し
、
良
好
な
生
活
環
境
と
良
質
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
置
指

導
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。
内
容
=

区
の
福
祉
担
当
部
・
課
と
の
事
前
協

議
の
義
務
付
け
/
ホ
ー
ム
の
定
員
は
1
5
0

人
以
下
と
す
る
/
居
室
は
個
室
と

す
る
な
ど

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
高
齢
計

画

表314 年度狂犬病予防注射日程

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

健康カレンダー　4 月の予定
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生
活
福
祉
資
金

「
離
職
者
支
援
資
金
」
の

貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す

国
の
総
合
雇
用
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り
生

計
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
に

生
活
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
…
生
計
中
心
者
の
失
業

に
よ
り
生
計
の
維
持
が
困
難
に
な
っ

た
世
帯
/
現
在
も
就
労
が
可
能
で
あ

り
、
就
職
活
動
等
の
努
力
を
さ
れ
て

い
る
方
/
就
労
に
よ
り
世
帯
の
自
立

が
見
込
め
る
世
帯
/
離
職
の
日
か
ら
2

年
を
超
え
て
い
な
い
方
/
現
在
雇

用
保
険
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

貸
付
金
額
=
貸
付
限
度
額
は
月
額
2
0

万
円
(
単
身
世
帯
は
1
0万
円
)
以
内

で
、
申
請
し
た
月
か
ら
離
職
後
2
年

ま
で
の
1
2ヵ
月
以
内
の
期
間

償
還

等
=
据
置
期
間
6
ヵ
月
以
内
、
償
還

期
間
5
年
以
内
、
年
利
3
%
(
据
置

期
間
中
無
利
子
)

連
帯
保
証
人
=

原
則
2
人
(
1
2
0
万
円
以
下
は
1
人
)

の
保
証
人
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
(
無
料
)

～
1
年
に
一
度
の
区
民
健
康
診
査

も
う
受
診
し
ま
し
た
か
～

1
3年
4
月
か
ら
新
た
な
区
民
健
康

診
査
と
し
て
『生
活
習
慣
病
予
防
健

診
』
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
・
高
血
圧
こ
咼
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
脳
こ
う
そ
く

や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
原
因
の
ひ
と

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
診
査

に
よ
っ
て
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
定
期
的
に

健
康
診
査
を
受
け
自
ら
の
健
康
管
理

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
場
所
=

区
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
=
4
0

歳
以
上
の
区
民
(
職
場
な
ど
で
健
康

診
査
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
を
除

く
)

内
容
=
診
察
、
血
液
、
尿
、
心

電
図
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
や
心

臓
・
肝
機
能
・
腎
機
能
な
ど
の
検
査

申
込
=
(
1
)官
製
(
ガ
キ
ま
た
は
区
民

事
務
所
に
あ
る
専
用
(
ガ
キ
に
、
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、生
年
月
日
、電
話
番
号
、「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」
と
明
記

し
、
成
人
保
健
係
へ
郵
送
(
2
)
表
4

の
窓
口
に
直
接
来
所

※
本
人
に
よ

る
申
し
込
み
が
原
則
で
す
。
昨
年
度

受
診
し
、
結
果
が
「
異
常
な
し
」
や

「
要
指
導
」
の
方
は
申
し
込
ま
な
く

て
も
誕
生
月
に
受
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
4
0・
5
0・
6
0歳
の

方
に
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
う

「
節
目
健
康
診
査
」
の
案
内
を
誕
生

月
ご
ろ
に
送
付
し
て
い
ま
す

問
先
=

成
人
保
健
係

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は

少
量
の
採
血
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、
バ
リ

ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽

に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
等
=
表
5

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※

胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
、
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

内
容
=
(
1
)
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
(
2
)
X

線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定
員

=
5
5～
6
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
5
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
(
1
)

血
液
検
査
(
2
)
X
線
撮
影
の
い
ず
れ

か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場

所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
(
5

月
希
望
の
場
合
、
4
月
1
5日
必
着
)

決
定
通
知
=
受
診
決
定
日
の
前
月
末

日
に
送
付
(
6

月
に
決
定
し
た
場
合

は
5
月
末
日
に
送
付
)

※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日
が
翌
々

月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
他
の

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
|

り
a
日
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表4 保健所・保健総合センター一覧

在宅介護支援センター
4月の家族介護者教室

表5 消化器がん検診日程
( 1)血液検査十検便

( 2) X線撮影十検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

4 月の献血

休日の柔道整復応急施術事業を始めます
4月から、休日等に骨折や脱臼等の応急施術を当番
制で行います。4月の開設場所は次のとおりです。

(時間=午前9時～午後5時) 〈衛生管理課〉

足立の

今
昔
(
1
1
)

区
制
7
0周
年

足
立
区
に
区
制
が
敷
か
れ
て
か

ら
、
今
年
で
7
0周
年
を
迎
え
ま
す
。

1
9
3
2
年
(
昭
和
7
年
)
1
0月
1

日
、
市
郡
合
併
に
よ
口
東
京
市
が

拡
張
さ
れ
、
南
足
立
郡
の
三
町
(
千

住
町
・
西
新
井
町
・
梅
島
町
)
と
七

か
村
(
綾
瀬
村
・
東
淵
江
村
・
花
畑

村
・
淵
江
村
・
伊
興
村
・
舎
人
村
・

江
北
村
)
を
一
区
と
し
て
、
足
立
区

が
誕
生
し
ま
し
た
。当
時
の
人
口
は
、

約
1
4万
人
で
し
た
。

こ
の
7
0年
の
間
に
、
区
内
は
急
激

な
変
化
を
見
せ
、
昭
和
3
0年
代
の
こ

ろ
に
は
、
大
部
分
を
占
め
て
い
た
農

地
が
切
り
開
か
れ
、
多
く
の
住
宅
や

道
路
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

人
口
も
、
現
在
は
6
4万
人
を
超
え
る

ほ
ど
の
区
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
7
0周
年
を
記
念
し
た
様

々
な
行
事
が
4
月
か
ら
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
7
0

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
祝
い
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
ま
ち
足
立
に

す
ば
ら
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

《
広
報
課
》

※
今
号
を
も
ち
ま
し
て
「
足
立
の
今

昔
」
は
終
了
し
ま
す

▲ 昭和7 年当時の千住大橋付近

特
別
区
職
員
採
用
試
験

採

用
=

原

則

と

し

て
1
5

年
4

月

以

降

募

集

案

内
=

告

示

日

以

降

に

惠

只
2
3

区

役

所

ま

た

は

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

で

配

布

※
試

験

区

分

・
採

用

予

定

数

・
受

験

資

格

な

ど

は

後

日

広

報

紙

に

掲

載

日

程
=

表

※
東

京
2
3

区

を

よ

り

よ

く

知

っ
て

い

た

だ

き

、

希

望

区

を

選

択

す

る

際

の

参

考

に

し

て

い

た

だ

く

た

め

、

説

明

会

を

開

催

し

ま

す

。

日

程
=

▽
I

類

…
5

月
2

日

㈲

▽
m

類

・
保

健

師
・
:
7

月
2
6

日

㈲

問

先
=

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

啻
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

g
(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

ー
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/
s
a
i
y
o
u
I
s
i
k
e
n
.
h
t

ヨ

ま
た
は
区
・
職
員
課
人
事
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表8 採用試験日程表

育
児
も
介
護
も

男
女
共
同
参
画
で
!

少
子
化
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
原
因
の
一

つ
に
考
え
ら
れ
ま
す

。

こ
の
負
担
を
軽
減
し

、
働
き
な
が

ら
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
た
め
に

、昨
年
一
1
1
1
1

一
月
「
育

児
・
介
護
休
業
法

」
が
改
正
さ
れ
ま

し
た

。
育
児
休
業
や
介
護
休
業
を
取

っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
解
雇
な
ど

の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

が
禁
止
さ
れ
、
職
業
家
庭
両
立
推
進

者
を
選
任
す
る
こ
と
を
事
業
主
の
努

力
義
務
と
し
ま
し
た

。

さ
ら
に
4

月
1

日
か
ら

、
育
児
や

介
護
を
行
う
労
働
者
の
時
間
外
労
働

は
制
限
さ
れ
、
勤
務
時
間
の
短
縮
な

ど
の
措
置
に
係
る
事
業
主
の
義
務
の

対
象
が
I
歳
未
満
か
ら
3

歳
未
満
に

引
き
上
げ
ら
れ

、
未
就
学
の
子
の
看

護
の
た
め
休
暇
制
度
の
導
入
に
努
め

る
よ
ケ
求
め
ら
れ
ま
す

。
ま
た
転
勤

に
つ
い
て
も
育
児
・
介
護
の
状
況
を

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
企
業
は
、
改
正
法
に
沿
っ
た
雇

用
管
理
に
努
め
、
働
き
な
が
ら
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
育
児
や
介
護
も
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
も
共
に
担
い
、
楽

し
み
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
8
0
)
5
2
2

り£

ま
た
は
都
・
労
働
局
雇
用
均
等
室

g
(
3
8
1
8
)
8
4
0
Q

り

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

相
談
員
の
研
修
の
た
め
次
の
日
を

休
業
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
日
は
相

談
の
予
約
も
お
休
み
し
ま
す
。
臨

時
休
業
日
=
3
月
2
9日
㈲

問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談
室

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
2
1
W
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3 割強が「自然・緑化対策」を評価
今後力を入れて欲しいのは「高齢者支援」

第30 回

足 立 区 政 に 関 す る
世 論 調 査

区では、区民を対象とした世論調査を昭和47年から行っています。今回は、毎年
調査する項目のほか、「青少年」「介護保険」「健康づくり」について1, 907人の方から
回答をいただきました。その調査結果がまとまりましたので、一部をご紹介します。
なお、今回の調査から新たに、区政診断( 行政評価) に活用できる項目を設問に

取り入れました。調査結果は、区政を進めていくための貴重な資料として役立てて
いきます。 問先= 広聴相談係7?3880- 5111 ㈹

第30回世諭調査の「あらまし」は、区政情報室で無料配

布しています。また、くわしい集計結果の「報告書」は、
区政情報室、区内各図書館でご覧になれます。

区 民 と 区 政

( 毎年調査する項目) は、区政診断( 行政評価)
に活用する項目

◎
区
の
施
策
に
つ
い
て
、
評
価
と
要
望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、区
民
の
意
向
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

◎
お
住
ま
い
の
地
域
の
「
暮
ら
し
や
す
い
点
」
や
「
暮
ら
し
に
く
い
点
」
な
ど
、
身
近
な
地
域
に
焦
点
を

あ
て
だ
設
問
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
区
政
へ
の
要
望
や
満
足
度
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
の
心
が
け
や
区
政
参
加
意
向
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お住まいの地域の暮らしやすさ( 複数回答)

～暮らしやすい点～
「普段の買い物が便利」が6 割

～暮らしにくい点～
「交通の便がわるい」が3 割

区の取り組みに関して(複数回答)

～今後特に力を入れてほしいもの～
3人に1 人が「高齢者支援」

～以前と比べてよくなったもの～
「自然・緑化対策」が3 割強

区政への参加
4 人に1 人が区政への《参加意向あり》

定住・移転意向

4 人に3 人が《定住意向》を持っている

青 少 年

青少年の問題行動や青少年を取り巻く環境などについてお
聞きしました。調査結果は、「足立区青少年健全育成行動計画」
推進のための参考資料として活用します。

最近の青少年について感心したこと

( 複数回答)
「パソコンなどの操作にくわしい」
が4 割強

青少年の気持ちについて問題だと
思うもの( 複数回答)

「自己中心的である」が半数近く

介 護 保 険
平成12年に開始された介護保険制度が区民にどれだけ浸
透したかを調べました。調査結果は、次期「介護保険事業
計画」策定の参考資料として活用します。

介護保険の認知度
介護保険を≪知っている≫は
3人に1 人

介護保険について知りたいこと( 複数回答)

「介護保険で受けられるサービスの
種類と内容」が半数強

健 康 づ く り

区では、国の「健康日本21」を受けて、13年度に「健康あ

だち21」地方計画を策定しました。今回の調査結果は、この
計画の推進および区民の方の健康づくりの目標設定に活用し
ます。

自分の健康状態
4人に3 人が≪健康だと思う≫

食生活で行っていること( 複数回答)
「ほぼ毎日朝食をとっている」が7 割強

お
も い や

り

人

に 車
に

こ の
街

に

春 の 交 通 安

全 運 動

4月6日～15日

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、次
の
4

点
で
す
。

(
1
)
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

(
2
)一輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故

防
止

(
3
)
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
追
放

(
4
)シー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

□
二
足
卜
足
…
…

(
…

……
・
`

―

。
一
・
{
。
}
「
。
」
。
・
ヽ
‥
・
{
一
一
}
・
-
。

区

内

の

交

通

事

故

死

者

数

は

、
1
6

人
(

前

年

比

マ

イ

ナ

ス
9

人
)

で

、
4

年

ぶ

り

に

減

少

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

年

齢

層

別

で

み

る

と

、

高

齢

者

と
2
0

歳

代

の

死

亡

事

故

が

増

加

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

信

‥
ケ

機

の

あ

る

交

差

点

や

、

そ

の

付

近

を

横

断

中

の

自

転

車

、

歩

行

者

の

事

故

が

最

も

多

く

令

体

の
6
3
%

を

占

め

て

い

ま

す

。

交

通

事

故

は

ほ

ん

の

一

瞬

の

不

注

意

で

起

こ

り

ま

す

。

交

通

ル

ー

ル

ー

マ

ナ

ー

を

守

り

無

理

を

せ

ず

、

ゆ

と

り

を

も

っ

て

行

動

し

ま

し

ょ

う

。

□

足

二

足

…

…

…

…

…
「
レ

…

…
一

…
……
J

。

歩

道

で

暴

走

す

る

自

転

車

の

脅

威

を

多

く

の

人

が

感

じ

て

い

ま

す

。

歩

道

を

通

る

と

き

は

、

歩

行

者

の

通

行

を

妨

げ

な

い

よ

う

に

徐

行

や

一

時

停

叺

を

心

掛

け

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

周

囲

が

暗

く

な

り

始

め

た

ら

、

必

ず

ラ

イ

ト

を

つ

け

て

目

立

つ

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

□

言
{

…
…
…

足
二

……立

足

立

足

…
…
二
…
…

二

保

護

者

の

皆

さ

ん

、

通

学

路

の

点

検

や

お

子

さ

ん

に

安

全

な

横

断

方

法

な

ど

を

し

っ

か

り

指

導

さ

れ

ま

し

た

か

。

日

常

の

中

で

保

護

者

の

方

が

お

手

本

と

な

っ

て

、

繰

り

返

し

交

通

ル

ー

ル

ー

マ

ナ

ー

を

教

え

ま

し

ょ

う

。

□

)。
。二
一
゛
卜
二
…
…
…
・
づ
。)
。卜
二
…
…
。
…
…
…
…
…
y

…

…

。「
」、
'

…
…
…
足

……一
…
…
…

会

社

の

車

で

自

宅

に

帰

る

の

は

や

め

、

バ

ス

や

電

車

な

ど

の

公

共

交

通

機

関

を

利

用

し

ま

し

ょ

う

。

□

立

足

立

立
ご
………一卜一、立

入・・
二
一
…
…
二

卜
卜

…
……
一
一
}
」
'
(
1
)

は

り

紙

・

の

ぽ

り

旗

・

立

看

板

な

ど

の

路

側

不

用

物

件

の

撤

去

(
2
)
露

店

・

屋

台

お

よ

び

商

品

台

な

ど

の

道

路

不

正

使

用

の

指

導

取

り

締

ま

り(
3
)
見

や

す

く

、

わ

か

り

や

す

い

道

路

標

識

・

標

示

の

整

備

問

先
=

交

通

安

全

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1

り
乙

区役所

千住警察署7?3879- 0110

西新井警察署03852 ―0110

綾瀬警察署7?3620- 0110

竹の塚警察署03850- 0110

※ 申し込みなどの問い合わせは各警察署へ

ご

存

知

で
す

か

沿

道

地

区

計

画

制

度

国
道
4
号
(
荒
川
以
北
)
と
環
状
7

号
線
の
沿
道
に
定
め
る
区
域
内

(沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)に
お
い

て
次
の
行
為
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

建
築
確
認
申
請
と
は
別
に
当
該
行
為

の
着
手
の
3
0日
前
ま
で
に
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
:
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

戸
建
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築
/

建
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠

の
変
更
(
一
部
の
区
域
)

沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例
の
施

行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工

事
費
の
一
部
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
騒
音
が
背
後
に
通
り
抜

け
な
い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)

を
建
て
る
と
き
に
、
建
築
費
な
ど
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
問
先
=
建
築
防
災

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
n

・

大

規

模
事

業

者

の

皆

さ

ん

へ

再

利

用

計

画

書

の

提

出

は

お

早
め

に

再
利
用
計
画
書
と
は
前
年
度
の
ご

み
量
・
再
利
用
量
と
新
年
度
の
計
画

ご
み
量
等
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

区
で
は
条
例
で
延
床
面
積
3
千

以
上
の
事
業
用
大
規
模
建
築
物
の
所

有
者
(
管
理
者
)
の
方
に
再
利
用
計

画
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

新
年
度
に
廃
棄
物
管
理
責
任
者
が
変

更
に
な
る
場
合
も
併
せ
て
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
限
=
5

月
1
5

日

提
出
先
=

管
轄
の
清
掃
事
務
所

※
お
手
元
に
書
類
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
先
=

足
立
東
清
掃
事
務
所

啻
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

啻
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

清
掃
課
業
務
係

`
一
に
(
3
8
8
0
)
5
3
0
n
』

土
地

を

売

却

し

ま

す

公
有
財
産
等
有
効
活
用
基
本
方
針

に
基
づ
く
区
有
地
の
売
却
に
つ
い

て
、
希
望
す
る
方
に
、
3
月
2
5
日
か

ら
資
料
(
案
内
書
)
を
配
付
し
ま
す
。

□
立
足
・
・
y
三

▽
物
件
番
号
1
:
主
地

所
在
=
足
立
区
西
保
木
間
二
丁
目
2
0
7
8

番
I
外

住
居
表
示
=
西
保

木
間
2
-
3

地
目
=
現
況
・
宅
地

面
積
=
千
4
3
9
・
4
0气
m

▽
物
件
番
号
2
:
土
地

所
在
=
足
立
区
大
谷
田
一
丁
目
6
0
9
番
2

外

住
居
表
示
=
大
谷
田
I
-
2
8

地
目
H
現
況
・
宅
地

面
積
=
拐
・
9
7

㎡

-

い
ず
れ
も
I

売
却
方
法
=
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
先
を
決
定

入
札
参
加
申
込
期

間
=
4
月
1
5日
～
2
4日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
(
土
・
日
曜
を
除
く
)

受
付
場
所
=
用
地
管
財
課

入
・
開

札
日
時
等
=
4
月
2
5日
本
、
午
前
H

時
(
区
役
所
南
館
卜一
階
1
2
0
2

・
1
2
0
3

会
議
室
)

資
料
請
求
・
問

先
=
用
地
管
財
課
用
地
取
得

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4

り
』

1
3

年

度

足

立区

教
育
委

員

会
児童
・
生徒

褒

賞

区
で
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
り
、
地
域
に
お
い
て
顕
著
な

善
行
を
し
、
他
の
模
範
と
な
っ
た
区

内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
て
褒
賞
を

行
い
、
そ
の
努
力
と
功
績
を
称
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
区
長
褒
賞
を
受

賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

□
足
∧
ご卜足
……
}、'
‥ヽ一

▽
遠
藤
な
つ
み
(
千
寿
第
四
小
)
…

第
8
回
世
界
こ
ど
も
図
画
コ
ン
テ
ス

ト
世
界
の
部
銀
賞

▽
後
藤
大
地

(千
寿
第
四
小
)
・
:同
銀
賞

▽
竹

の
塚
小
学
校
染
物
部
・
:第
6
0回
手
工

芸
美
術
展
覧
会
小
学
校
の
部
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞

□

足
立
立
……
…
。一一

▽
荒
谷
真
理
子
(
第
十
四
中
)
…
平

成
1
3年
度
少
年
の
主
張
全
国
大
会
内

閣
総
理
大
臣
賞

▽
後
藤
友
香
里

(第
一
中
)
…
第
1
9回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会
第
3
位

▽
荒
井
美
南
子
(
西
新
井
中
)
…
第
4
1

回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技
大

会
女
子
2
0
0
m自
由
形
第
6
位

▽
西

新
井
中
学
校
水
泳
部
女
子
・
:同
女
子

伽
m
リ
レ
ー
第
5
位

▽
第
十
一
中

学
校
吹
奏
楽
部
・
:第
4
1回
東
京
都
中

学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
(
3

年
連
続
特
別
表
彰
)

▽
第
一
中
学

校
生
徒
会
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

(地
域
清
掃
活
動
1
2年
継
続
)

ま
た
、
こ
の
ほ
か
2
8団
体
、
3
8人

の
個
人
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員
会
褒

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。《

教
育
委
員
会
》

上

沼

田

南土

地

区画

整理事業の

事
業
計
画変
更

を
決
定

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
=

東
京

都
巾
計
画
事
業
上
沼
田
南
土
地
区
画

整
理
事
業

施
行
者
の
名
称
=

足
立

区

施
行
地
区
=

江
北
三
丁
目

、
四

丁
目
お
よ
び
五
丁
日
の
各
一
部

施

行
期
間
=

‥
1
1
1
1

一
年
4

月
1

日
～
2
5
年
3

月
3
1
日

事
務
所
の
所
在
地
=

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

足
立
区
役
所
内

区
画
整
理
課

事
業
計
画
の
決
定
の

年
月
日
=
H

年
4

月
1

凵

事
業
計

画

変

更

の

年

月

日
=
1
4

年
3

月
2
0

日

□

卜
立
……
…

……
}
・
'
-一・一一・
'

こ

の

上

沼

田

南

土

地

区

画

整

理

事

業

を

行

う

た

め

、

法

律

に

棊

づ
き

事

業

計

画

、

施

行

規

程

が
定

め

ら

れ

て

い

ま

す

こ

れ

ら

は

、

区

画

整

理

課

で
閲

覧

で

き

ま

す

閲

覧

場

所

・
問

先
=

区

画

整

理

課

計

画

係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
2
7

都市
計画の
告

示

区
と
都
で
は
、
次
の
都
巾
計
画
を

決
定
・
変
更
し
、
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

□
二
立
足
卜
立
足
立
十

▽
佐
野
六
木
地
区
地
区
計
画
の
決
定

上
咼
度
地
区
の
変
更
/
防
火
地
域
お

よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
区
域
=

佐
野
一～
二
丁
目
お
よ
び
六
木
一～

二
f
目
各
地
内
(
地
区
計
画
に
つ
い

て
は
、
佐
野
一
丁
目
お
よ
び
六
木
二

丁
目
各
地
内
)

□
・
…
…
…
犬
……
¨
マ
ン
ゴ
ー
引
足
二
八
ご
づ

¨
-
1
1
1
-

1
-
・
・

▽

用

途

地

域

の

変

更

区

域
=

佐

野

～

二

丁

目

お

よ

び

六

木

一

～

二

丁

目

各

地

内-

い

ず

れ

も

卜

告

示

日
=
3

月
2
0

日

縦

覧

場

所

・

問

先
=

区

・

都

市

計

画

係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
3

り
・

※

都

決

定

区

分

に

つ

い

て

は

、

都

・

相

談

情

報

課

で

も

縦

覧

し

て

い

ま

す

「

東京

駅八
重

州
口開

発

事

業」

の

環

境

影

響

評

価

調

査

計

画

書

の

縦

覧

縦
覧
期
間
等
=
3
月
2
7
日
～
4
月
2
5

日
(
土
・
日
曜
を
除
く
)
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

縦
覧
場
所
=

区
・
環
境
課
/
都
・
環
境
局
環
境

影
響
評
価
審
査
課

調
査
計
画
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

意
見
の
あ
る
方
は
、
次
の
項
目
を
記

入
し
た
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
…
(
1
)氏名
、
住
所
(
都
外
在
住
で

都
内
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を

明
記
)
(
2
)対象
事
業
の
名
称
(
3
)意
見

意
見
書
の
提
出
期
限
=
5
月
1
0日
消

印
有
効

意
見
書
の
提
出
先
・
問
先
=

都
・
環
境
局
環
境
影
響
評
価
審
査

課

干
旧
・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新

宿
2
-
8
-
1

日
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

を
計
画
書
は
次
の
図
書
館
(
中
央
・

東
和
図
書
館
)
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

問
先
=
環
境
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
3

″
Q

米

穀

小売

業

登

録

申
請

受

付

米
穀
を
小
売
り
す
る
に
は
、
都
知

事
へ
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
な

お
、
卸
売
業
の
申
請
は
、
都
・
生
活

文
化
局
米
穀
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
登
録
日
=
各
月
1
日
(
登

録
申
請
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
々
月
の
I
囗
)
申
請
に
係
る
審

査
手
数
料
=
I
業
者
I
販
売
所
の
申

請
に
つ
き
9
千
円
、以
後
I
販
売
所

増
え
る
ご
と
に
5
千
円
ず
つ
加
算

申
請
書
類
配
布
・
受
付
場
所
=
都
・

生
活
文
化
局
米
穀
係
、
区
・
消
費
者

セ
ン
タ
ー

※
販
売
所
数
に
よ
り
、

提
出
先
が
異
な
り
ま
す

問
先
=

都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

日
(
5
3
8
8
)
3
0
8
Q
y

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
(
3
8
8
0
)
5
3
8
R
J

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

N
P
O
法
人(

5
)

前
回
は
N
P
O
法
人
と
行
政
と
の

関
わ
り
で
し
た
が
、
今
回
は
一
般
企

業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
N
P
O
法
人
と
一
般
企
業
と
で

は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
か
ど
う
か

で
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
事
業
の
効
率
的
な
達
成
を
め
ざ

す
点
で
は
同
し
民
間
団
体
で
す
か

ら
、
提
携
し
て
互
い
の
成
果
を
高
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
農
産
物
を
加
工
し
て
出

荷
す
る
企
業
A
が
あ
り
、
一
方
で
河

川
の
美
化
や
浄
化
に
取
り
組
む
N
P
O

法
人
B
が
あ
る
と
し
ま
す
。

A
は
、
河
川
な
ど
の
水
を
汚
さ
な

い
よ
う
、
生
産
過
程
で
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
き
ま
し
た
。
農
産
物
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
水
が
、
い
つ
ま
で

も
清
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
と
願
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
水
質
悪

化
は
様
々
な
理
由
で
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
何
と
か
改
善
し
た
い
A

は
、
社
内
に
環
境
保
全
に
取
り
組
む

部
門
の
設
置
が
困
難
な
た
め
B

の

活
動
に
着
目
し
、
資
金
援
助
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

B
の
活
動
は
活
発
化
し
、
こ
の
地

域
の
川
は
水
質
な
ど
が
随
分
改
善
さ

れ
た
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
A
は
、
B

か
ら
活
動
を
通
じ
て
得
た
技
術
情

報
の
提
供
を
受
け
、
土
壌
改
良
な
ど

に
活
用
し
、
安
全
で
品
質
の
高
い
食

品
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Λ
の

社
員
の
一
部
は
B

の
活
動
に
感
銘

し
、
自
ら
も
休
日
に
参
加
す
る
な
ど

し
て
新
た
な
人
的
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
A
は
環
境
問
題
に

取
り
組
む
企
業
」
と
世
間
に
も
認
め

ら
れ
、
業
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
例
で
は
、
N
P
O

法
人
と
一

般
企
業
が
互
い
に
利
点
を
も
た
ら
し

合
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
両
者
は

こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
や

食
品
流
通
の
面
で
大
き
な
社
会
貢
献

に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

《
広
報
課
》
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催
し
物
ガ
イド

定員に先着順
とあるものは
3 月26 日
から受け付け

区
制
7
0
周年
記念
事業

第
1
3回
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

2
0を
超
え
る
合
唱
団
が
、
さ
わ
や

か
な
歌
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時
=
4

月
1
4
日
㈲
、
午
後
1

時
開
演

(午
後
O
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
4
月
2
1
日
剛
、
午
後
1
時
～

3
時

場
所
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

(大
竪
則
駅
前
)

内
容
=
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
森
鴎
外
と
千
住
に
つ
い
て
」

講
師
=
郷
土
博
物
館
学
芸
員
ほ
か

費
用
=
無
料
(
先
着
8
0人
に
資
料
配

布
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

日
(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
藁
加
工
の
実
演
と
体
験

日
時
=
4
月
7
日
面
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
=
縄
な
い
機
に
よ
る
縄

な
い
、
手
縄
な
い
、
桟
俵
作
り
、

草
履
作
り
な
ど

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

※
作
業
の
し
や
す
い
服
装

で
参
加
。見
学
だ
け
も
可

□
第
2
土
曜
日
・
無
料
公
開
日
の
映

画
会

日
時
=
4
月
1
3日
出
、
午
前
H
時

内
容
=
「
ふ
る
さ
と
の
伝
承
村
が

一
つ
に
な
っ
た
日
～
群
馬
県
六
合
村

の
結
婚
式
～
」
(
4
5
分
)
:
山
間
の

里
、
六
合
村
の
結
婚
式
と
人
々
の
つ

な
が
りI

い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

第
1
6回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
　
審
査
結
果
と

入
賞
作
品
の
展
示

応
募
総
数
1
6
4
点
の
中
か
ら
、
審
査

の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し

た
(
敬
称
略
)
。
推
薦
(
区
長
賞
)
=

山
田
申
一
(
保
木
間
一
丁
目
)

特
選
(
観
光
協
会
会
長
賞
)
=
吉
野

彰
(
西
伊
興
三
丁
目
)
/
友
永
八
重

子
(
西
新
井
本
町
四
丁
目
)

準
特

選
=
原
田
公
(
西
新
井
一
丁
目
)
/

原
田
春
子
(
西
新
井
一
丁
目
)
/
大

谷
敏
雄
(
千
住
仲
町
)
/
三
石
美
枝

子
(
千
住
大
川
町
)

入
選
=
窪
田

愛
子
(
西
新
井
本
町
一
丁
目
)
ほ
か
9

人

佳
作
=
片
岡
啓
(
中
央
本
町

二
丁
目
)
ほ
か
1
4人

□
入
選
作
品
の
展
示

期
間
=
4
月
2
3
日
～
3
0
日
(
3
0
日
は

正
午
ま
で
)
場
所
=
区
役
所
I
階

区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
観
光
協
会
事

務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
`
j

第
4
6回
区
民
芸
能
大
会

参
加
者
募
集

日
時
=
5
月
2
5日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時
(
予
定
)

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

出
場
資
格
=
観
光

協
会
会
員
(
家
族
)
ま
た
は
区
民
/

個
人
を
原
則
と
し
、
団
体
の
場
合
は
1
0

人
以
内
/
I

人
I
種
目
に
限
る

※
過
去
3

年
間
の
大
会
最
優
秀
賞

者
、
優
秀
賞
者
お
よ
び
4
5回
大
会
優

良
賞
者
を
除
く

募
集
種
目
・
組
数
=

▽
歌
の
部
(
歌
謡
曲
・
民
謡
・
そ

の
他
)
…
6
0組

▽
踊
り
の
部
:
3
0

組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用
=
次
の
う
ち
安
い
方
の
料
金
を

選
択
▽
参
加
者
1
人
あ
た
り
…
会

員
千
円
、
会
員
家
族
千
5
0
0
円
、
一
般

2
千
円
▽
団
体
申
込
の
場
合
…
3

人
以
上
6
人
ま
で
5
千
円
、
7
人
以

上
7
千
円
申
込
=
申
込
書
に
8
0
円

切
手
を
添
え
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
4
月
8
日
必
着
※
4
月
1
0

日
公
開
抽
選
申
・
問
先
=
観
光
協

会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-

1
晋
(
3
8
8
0
)
5
8
5
`
j

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

(
前
期
分
)

日
時
=
5
月
～
7
月
ま
で
の
第
2
・

第
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0

分
(
全
6
回
)

対
象
=
6
0
歳
以
上

で
区
内
在
住
の
方

内
容
=
ち
ぎ
り

絵
ブ
レ
ー
ス
編
ノ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

※
一
種
類
だ
け
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料
(
教
材
費
一
部
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)

、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
4
月
1
7日
必
着

※
前
回
手
芸
教
室
を
受
講
し
た
方
や

他
の
教
室
を
受
講
中
の
方
は
不
可

場
・
申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
1

豐
(
3
8
5
9
)
9
7
3

り
/
I

島
根
小
学
校
新
校
舎

完
成
見
学
会

日
時
=
3
月
3
1日
面
、
午
前
9
時
～

正
午

申
込
=
当
日
直
接
学
校
へ

※
上
履
き
を
持
参

施
設
概
要
=
▽

所
在
地
・
:島
根
3
-
2
8
-
1
1
(元
の

学
校
地
)

▽
主
な
施
設
・
:普
通
教

室
1
5
/
特
別
教
室
1
0
/
校
長
室
等
管

理
諸
室
/
給
食
場
ブ
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
/

体
育
館
/
屋
上
プ
ー
ル
/
地
域
開

放
施
設

使
用
開
始
=
4
月
1
日

問
先
=
施
設
管
理
課
改
築

日
(
3
8
8
0
)
5
9
6
7

～
育
て
よ
う
桜
　
広
げ
よ
う
地
域
の
輪
～

さ
く
ら
ま
つ
り

日
時
=
4
月
7
日
面
、午
前
一
1
1
1
1
一
時
～

午
後
3

時

場
所
=

島
糀
屋
公
園

内
容
=

野
外
ス
テ
ー
ジ
/

模
擬
店
/

遊
び
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
/
ミ
ニ
S
L

ほ
か

費
用
=

無
料

申
込
=

当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=

西
部
児
童
館

老
人
館

日
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

自
主
的
な
地
域
活
動
を
行
う

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」
募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
明
る
く
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
1
年
間

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
を
「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
し
、
助
成
金
の
交
付
や
各
種

事
業
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

テ
ー

マ
=

「
顔
が
み
え
る
、
声
が
き
こ
え

る
、
ふ
れ
あ
い
と
安
全
の
ま
ち
」

対
象
=
町
会
・
自
治
会
・
商
店
街
な

ど
の
区
内
地
縁
団
体

募
集
数
=
1
5

団
体

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
2
6

日

申
・
問
先
=

地
域
支
援
課

(区
民
協
議
会
事
務
局
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

親
子
遊
び
グ
ル
ー
プ

子
育
て
仲
間
募
集

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
親

子
遊
び
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま

す
。

グ
ル
ー
プ
名
・
活
動
日
=

▽

パ
ン
ダ
サ
ー
ク
ル
・
:毎
月
第
2
・
4

火
曜
日

▽
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
ク
ラ
ブ

・
:毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

▽
く
る

り
く
ら
・
:月
2
8
3

回

場
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
興
遺
跡
公
園
休
館
日
の
変
更

月
・
土
曜
日
に
休
館
し
て
い
た
伊

興
遺
跡
公
園
展
示
館
は
、
4
月
1
日

か
ら
1
2月
2
8日
～
1
月
4
日
の
み
休

館
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
郷
土
博

物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

図
書
館
臨
時
休
館

▽
4
月
7
日
面
…
佐
野
図
書
館

▽
4
月
8
日
面
…
中
央
・
竹
の
塚
・

や
よ
い
・
保
塚
・
新
田
図
書
館

▽
4
月
1
4日
面
…
鹿
浜
・
花
畑
図
書

館▽
4
月
1
5日
側
…
東
和
・
舎
人
・
江

北
・
興
本
・
伊
興
・
梅
田
図
書
館

問
先
=
中
央
図
書
館

豐
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

区
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

産
業
経
済
部
　
政
策
経
営
部
　
を
新
設

4
月
1
日
か
ら
、
新
た
な
産
業

育
成
の
支
援
、
雇
用
支
援
の
推

進
、
観
光
事
業
の
推
進
な
ど
の
た

め
産
業
経
済
部
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
区
の
政
策
経
営
機
能
を

強
化
す
る
た
め
、
企
画
部
を
政
策

経
営
部
に
改
称
し
、
部
内
組
織
を

改
編
し
ま
す
。
ほ
か
の
部
で
も

課
・
係
な
ど
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
今
後
の

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

問
先
=
企
画
課
(
4

月
1
日
以
降
は
政
策
課
)

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

区
民
農
園
利
用
者
を
一
部
募
集

利
用
期
間
=
4
月
下
旬
～
1
6
年
2
月

中
旬

募
集
農
園
(
区
画
数
は
予
定

募
集
数
)
=
伊
興
(
伊
興
五
丁
目
・
7

区
画
)
/

入
谷
(
入
谷
四
丁
目
・
8

区
画
)
/

古
千
谷
(
古
千
谷
本
町

二
丁
目
・
1
2区
画
)
/

古
千
谷
第
二

(古
千
谷
本
町
二
丁
目
・
1
8区
画
)

※
抽
選

対
象
=
区
内
在
住
者
(
前

回
お
よ
び
現
在
の
利
用
者
は
申
込
不

可
)

。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な

ど
規
則
を
守
れ
る
方

利
用
条
件
=

野
菜
・
花
の
栽
培
に
限
る

費
用
=

初
年
5
千
円
、
2
年
目
6
千
円

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
農
園
名
、

申
込
者
お
よ
び
同
居
す
る
方
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記

※
I
世
帯
(
同
居
の
場
合
は

同
一
世
帯
と
み
な
す
)
1

通
、
重
複

申
込
は
無
効

期
限
=
4
月
5
日
消

印
有
効

申
・
問
先
=
農
産
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
6

戸
n》

14年
度
消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

活
動
期
間
=
5
月
～
1
5
年
2
月
対

象
=
区
内
在
住
者
を
主
体
と
す
る
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利
目
的

を
除
く
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿
っ
て

い
る
こ
と

内
容
=
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
テ
ー
マ
を
決
め
て
活
動
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
助
成
金
=
年
間
3
万

円
以
内
募
集
数
=
6
グ
ル
ー
プ
　

(
書
類
審
査
)
申
込
=
電
話
募

集
期
間
=
4
月
1
日
～
1
2
日
申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
1

り

掲
示
板

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=
い
ず
れ
も
全
1
0
回
▽
午

後
1
時
～
3
時
の
部
=
4
月
8
日
か

ら
毎
週
月
曜
・
:
西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ

ー
ン
/
4
月
1
6
日
か
ら
毎
週
火
曜
…

竹
の
塚
フ
ジ
ボ
ー
ル
/
4
月
1
7
日
か

ら
毎
週
水
曜
・
:
北
千
住
マ
ル
ア
イ
ボ

ウ
リ
ン
グ
▽
午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0
分
の
部
=
4
月
1
6
日
か
ら
毎
週

火
曜
・
:
西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン

▽
午
後
8
時
～
1
0
時
の
部
=
4
月
1
7

日
か
ら
毎
週
水
曜
・
:北
千
住
マ
ル
ア

イ
ボ
ウ
リ
ン
グ

費
用
=
1
回
千
2
0
0

円
(
教
本
代
千
円

、
貸
靴
代
は
別
)

申
・
問
先
=
足
立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連

盟
・
釘
本
(
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ

内
)

啻
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

(
2
3区
内
)

縦
覧
期
間
等
=
4
月
1
日
～
2
3
日
　

(日
曜
日
を
除
く
)

、
午
前
9
時
～

午
後
5

時

場
所
=

固
定
資
産
の
所

在
す
る
区
域
の
都
税
事
務
所

閲
覧

に
必
要
な
も
の
=

▽
本
人
…
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
、
納
税
通
知
書

な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

▽

代
理
人
…
委
任
状
な
ど
と
代
理
人
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

※
納
税
通
知
書
は
6

月
3

日
に
送
付

予
定
で
す
(

第
1

期
の
納
期
限
は
7

月
1

日
)

問
先
=

足
立
都
税
事
務
所

啻
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
足
立
の
廃
止

都
内
看
護
職
員
の
無
料
職
業
紹
介

所
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
足
立
は
、
3

月
2
9

日
で
廃
止
と
な
り
ま
す

。
な
お

、
4

月
か
ら
は
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
惠
只
で
業

務
を
引
き
継
ぎ
行
い
ま
す
。

問
先
=

惠
只
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

啻
(
3
3
5
9
)
3
3
5

″
3

□
浜
離
宮
・
八
重
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日
程
等
=
4
月
‥
1
1
1
1
一
日
～
1
7
日
、午
前

9
時
～
午
後
9
時
入
園
料
=
3
0
0
円

場
・
問
先
=

浜
離
宮
恩
賜
庭
園
管
理

所

豐
(
3
5
4
1
)
0
2
0
0
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く
ら
し
の

情
報

定員に先着順
とあるものは
3 月26 日
から受け付け

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
の

届
け
出
が
変
わ
り
ま
す

(
1
)こ
れ
ま
で
は
、
被
保
険
者
本
人
が

区
・
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に

第
3
号
被
保
険
者
関
係
の
届
け
出
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
配

偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業
主

を
経
由
し
て
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

(
2
)第3
号
被
保
険
者
期
間
の
あ
る
方

の
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
請
求
先

が
、
4
月
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
に

変
わ
り
ま
す
。

問
先
=
(
1
)に
つ
い
て
は
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
`
j

(
2
)に
つ
い
て
は
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
Q

り

□
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
が
送
ら

れ
ま
す

1
4年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

書
が
4
月
上
旬
に
国
(
社
会
保
険
庁
)

か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
お
得
な
前
納
割

引
制
度
も
あ
り
ま
す
。
納
付
場
所
=

お
近
く
の
金
融
機
関

※
図
役
所

国
4

・
区
民

一月
で
は
納

や
匐
匐
ぶ
眉
9

な
お
、
保
険
料
額

は
1
3年
度
と
同
額
(
定
額
1
万
3
千
3
0
0

円
)
で
据
え
置
か
れ
る
見
込
み
で

す
。
問
先
=
足
立
社
会
保
険
事
務

所

啻
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

区
・
保
険
料
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

□
国
民
年
金
推
進
員
の
身
分
が
国
に

変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
推
進
員
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
年
金
制
度
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
民
年
金
加
入
者
の

お
宅
を
戸
別
に
訪
問
し
、
保
険
料
の

収
納
や
納
付
相
談
、
免
除
相
談
、
口

座
振
替
、
各
種
届
出
の
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
国
民
年

金
法
の
改
正
に
伴
い
、
3
月
か
ら
身

分
が
国
に
変
わ
り
ま
し
た
。
昼
間
留

守
の
方
に
は
、夜
間
や
土
曜
、日
曜
、

祝
日
も
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
し
ば
ら
く

の
間
は
保
険
料
の
収
納
は
行
い
ま
せ

ん
。
な
お
、
推
進
員
は
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
問
先
=
推

進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

4 月の国民年金の相談
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に
応じます。

国
保
　
も
う
一
枚
の
保
険
証

(学
)・
(遠
)の
保
険
証

家
族
の
一
部
の
方
が
住
ま
い
を
離

れ
る
場
合
に
、
国
民
健
康
保
険
証
を

家
族
と
分
け
て
別
に
発
行
し
て
い
ま

す
。

▽
(学
)
(学
生
用
)
の
保
険
証
…
お
子

さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学

す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生

活
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
(遠
)
(遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
・
:家

族
が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1
ヵ
月
以

上
、
2
3区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
足

立
区
外
の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

6
5歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料

6
5歳
以
上
の
方
の
1
4年
度
・
仮
算

定
期
間
中
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら

せ
を
、
4
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

□
納
付
書
に
よ
る
個
別
払
い
の
方

(普
通
徴
収
)
・
:
4
月
～
6
月
分
の

保
険
料
通
知
書
と
納
付
書
は
、
1
4年

度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
1
3年
度
の
住
民
税

で
仮
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。

□
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特

別
徴
収
)
・
:
4
・
6
・
8
月
の
受
給

年
金
か
ら
、
2
月
に
天
引
き
さ
れ
た

額
と
同
額
の
保
険
料
(
2

ヵ
月
分
)

を
天
引
き
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
1
4年
度
の
決
定
保
険
料

は
、
1
4年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時

点
で
再
計
算
・
決
定
し
、
仮
算
定
金

額
と
の
増
減
を
調
整
し
た
う
え
で
、
7

月
中
旬
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
が

1
割
の
負
担
で
利
用
で
き
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
通
常
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
と
同
じ
よ
う
に
I
割
の
自
己

負
担
で
利
用
で
き
る
「
給
付
券
方
式
」

を
行
い
ま
す
。

□
給
付
券
方
式
と
は

区
に
登
録
し
た
事
業
者
に
改
修
を

依
頼
す
る
場
合
に
、
事
前
の
申
請
に

基
づ
き
区
が
給
付
券
を
発
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
が
1
割
の
負
担

で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
方
法
。

□
給
付
内
容

対
象
と
な
る
改
修
は
、
手
す
り
の

取
り
付
け
・
段
差
解
消
・
床
材
の
変

更
こ
暃
の
取
り
替
え
・
洋
式
便
器
化

な
ど
で
、
2
0万
円
分
ま
で
が
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
利
用
に
際
し
て

は
、
担
当
の
介
護
支
援
専
門
貝
(
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
)
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険

給
付
係

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員

第
6
期
生
募
集

期
間
=
4
月
～
1
5年
3
月
の
、
毎
月

第
4
木
曜
日
(
そ
の
他
、
区
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
)

活
動
場

所
=
あ
だ
ち
再
生
館
ほ
か

対
象
=

区
内
在
住
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
の

あ
る
方

定
員
=
2
5人

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、「
あ
な
た

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
考
え
」
を

明
記

期
限
=
4
月
5
日
消
印
有
効

※
面
接
日
を
後
日
連
絡

申
・
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

晋
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

あ
だ
ち
再
生
館

4
月
か
ら
粗
大
家
具
な
ど

の
販
売
方
法
が
変
わ
り
ま
す

区
が
行
っ
て
い
る
粗
大
ご
み
再
活

用
事
業
を
4
月
か
ら
は
民
間
団
体

(あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
)
と
の

「
協
働
」
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

な
い
、
販
売
方
法
や
価
格
が
変
わ
り

ま
す
。
販
売
方
法
=
入
札
方
式
に

よ
る
申
込
制

※
た
だ
し
、
自
転
車

や
小
物
類
は
即
日
販
売

価
格
=
各

商
品
の
品
質
に
見
合
っ
た
価
格
を
設

定

問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜

休
館
)

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
名
=
堀
之

内
一
丁
目
7
、
9
～
1
1
番
共
用
開

始
月
日
=
2
月
2
0日

問
先
=
下
水

道
局
北
部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

啻
(
5
6
9
7
)
2
4
5

ク・

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整

課
計
画

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

介
護
保
険
調
査
員

(非
常
勤
職
員
)
募
集

対
象
=
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
6
0歳
ま
で
の
方

内
容
=
認

定
申
請
者
の
訪
問
調
査
な
ど

勤
務

条
件
=
雇
用
期
間
半
年
(
更
新
可
)
、

週
3
0時
間
、
報
酬
月
額
2
0万
円

採

用
=
4
月
以
降

定
員
=
2
人

申

込
=
電
話

期
限
=
4
月
1
0日

※

面
接
試
験
な
ど
を
行
い
採
用
を
決
定

申
・
問
先
=
介
護
認
定
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
Q

映
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完成間近のビデオ広報「ルックi n あだち」のテ
ーマは、「動物とともに暮らす」です。
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れると感じている人も多く、人間と動物が仲良く幸
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でなく 、多くの方に見てもらいたい番組です。
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戸
籍
証
明
の
発
行
窓
口
は
区
民
事
務
所
で
す

4
月
1
日
か
ら
、
中
央
本
町
区
民

事
務
所
(
区
役
所
南
館
I
階
)
で
戸

籍
の
証
明
(
本
籍
が
足
立
区
の
方
の

み
)
を
発
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
戸
籍
証
明
の
発
行
窓
口
は
戸
籍

住
民
課
か
ら
全
区
民
事
務
所
に
移
り

ま
す
(
一
部
証
明
を
除
く
)
。

区
民
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
住
民

票
と
戸
籍
証
明
を
一
度
に
取
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
便
利
で
す
。

※
戸
籍
の
郵
送
請
求
は
従
来
ど
お

り
、
戸
籍
住
民
課
で
取
り
扱
い
ま
す

問
先
=
地
域
振
興
課

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

4
月
受
付
分
か
ら
開
業
資
金
の

本
人
負
担
利
率
が
0
%
に
な
り
ま
す

貸
付
限
度
=
▽
運
転
:
ふ刈
万
円

▽

設
備
:
i
千
万
円
(
運
転
・
設
備
併

用
の
場
合
は
、
合
計
で
1
千
万
円
)

貸
付
期
間
=
▽
運
転
・
:
5
年
以
内

▽
設
備
・
:
7
年
以
内
(
据
置
期
間
1

年
以
内
を
含
む
)

あ
つ
せ
ん
利
率

=
2
.
2
%利
子
補
給
率
=
2
.
2
%
(本

人
負
担
利
率
O
%
)

保
証
=
信
用

保
証
協
会
の
保
証
・
連
帯
保
証
人

信
用
保
証
料
=
2
0万
円
を
限
度
と
し

て
補
助

問
先
=
融
資
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6
`
j

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
観
桜
茶
会
4
月
7
日
向
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
/
花
畑
記
念
庭

園
・
桜
花
亭
/
入
席
券
2
千
5
0
0
円
/

高
橋
`
J
(
3
8
8
6
)
3
9
6
0
　
　
　
　

=
会
員
募
集
=

★
木
曜
会
(
油
画
)
月
2
回
土
曜
、

午
後
1
時
～
5
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
/
入
会
金
3
千
円
・
月
額
3
千
円

/
大
沢
日
(
3
8
8
9
)
2
9
9
6

★
フ
ラ
ダ
ン
ス
毎
月
第
2
・
4
金

曜
、
午
後
7
時
～
9
時
/
神
明
住
区

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
・
月

額
2
千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
市
毛

讐
(
3
6
2
0
)
2
7
3
″
Q

★
ト
ー
ク
ニ
葉
(
話
し
方
勉
強
会
)

毎
月
第
2
・
4
火
曜
、
午
後
7
時
～

9
時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入

会
金
千
円
・
月
額
2
千
円
/
岩
村

豐
0
9
0
(
8
8
4
1
)
4
8
1
Q

り

★
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
R
U
N

・
J
O

・
K
A
-

毎
月
第
1
・
3
日

曜
、
午
前
1
0時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
6
0
0円/
高
橋

啻
(
3
6
2
8
)
7
8
5
Q
V

★
幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

毎

週
水
・
金
曜
、
午
前
1
0時
1
0分
～
午

後
O
時
3
0分
/
中
央
本
町
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
I
～
3
歳
ま
で
/

入
会
金
千
円
・
月
額
4
千
円
/
徳
山

晋
0
9
0
(
3
0
6
7
)
4
4
8
7

★
豊
話
ク
ラ
ブ
(
話
し
方
教
室
)

第
2
・
4
金
曜
、
午
後
7
時
～
9
時

/
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
入
会
金
千
円
・
月
額
千
5
0
0
円
/
小

島
豐
(
3
8
9
7
)
7
6
3
6

★
絵
画
教
室
彩
々
月
3
回
木
曜
、

午
後
7
時
～
9
時
/
中
央
本
町
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
5
0
0円/

吉
野

豐
(
3
8
8
7
)
2
4
4
6

わ
た
し
の
便
利
帳
(
リ
ブ
・
イ
ン
)

有
料
広
告
募
集
延
期
の
お
知
ら
せ

わ
た
し
の
便
利
帳
(
リ
ブ
ーイ

ン
)
の
次
回
発
行
は
1
5年
6
月
こ
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
掲
載
す
る
企
業
広
告
の
募
集
は

今
年
の
1
0月
こ
ろ
に
行
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
後
日
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
問
先
=
広
報
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
0
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足
立
区
は
7
0

周
年
を
迎

え

ま
す

～
と
も
に
創
る
　
足
立
の
未
来
～

平
成
1
4年
は
、
区
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
7
0年

目
に
あ
た
り
ま
す
。今
ま
で
も
、区
制
5
0周
年
・
6
0

周
年
に
あ
た
る
年
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
記
念
の
行
事
や
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
7
0周
年
は
、
地
方
自
治
制
度
改
革
の
流
れ
と

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
自
律
し
、
特
色
あ
る

自
治
体
を
築
い
て
い
く
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

年
に
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
『と
も
に
創
る

足
立
の
未
来
』
を
合

い
言
葉
に
、区
民
・
地
域
団
体
・
企
業
・
N
P
O

な
ど
様
々
な
方
々
と
手
を
結
び
、協
働
し
て
、元

気
の
出
る
足
立
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
テ
ー
マ

区
制
7
0周
年
記
念
事
業
を
展
開
す

る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
4
つ
を
基
本

テ
ー
マ
に
設
定
し
、
新
た
な
事
業
展

開
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
と
も
に
祝
お
う
7
0周
年

▼
と
も
に
育
も
う
子
ど
も
た
ち

▼
と
も
に
取
り
組
も
う
健
康
づ
く
り

▼
と
も
に
守
り
創
ろ
う
豊
か
な
環
境

□
と
も
に
祝
お
う
7
0周
年

区
民
と
と
も
に
7
0周
年
を
祝
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
区
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
区
民
の
表
彰
、
あ

だ
ち
区
民
ま
つ
り
や
花
火
大
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
冬
は

「
光
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
も
に
育
も
う
子
ど
も
た
ち

足
立
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
む
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
保

育
園
・
学
童
保
育
・
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
子
ど
も
`
豐
″
な
ど

を
行
い
ま
す
。

□
と
も
に
取
り
組
も
う
健
康
づ
く
り

健
康
は
豊
か
な
暮
ら
し
の
大
原
則

で
す
。
「
健
康
あ
だ
ち
2
1」
運
動
を

中
心
に
、
福
祉
分
野
や
ス
ポ
ー
ツ
分

野
と
協
働
で
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

□
と
も
に
守
り
創
ろ
う
豊
か
な
環
境

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
環
境

は
、
あ
だ
ち
の
未
来
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
公
園
の
開

設
、
花
ま
つ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
事

業
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
啓
発
、
足

立
区
環
境
基
本
計
画
の
推
進
等
、
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
季
節
ご
と
の
中
心
イ
ベ
ン
ト
■

記
念
行
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

季
節
ご
と
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま

す
。
そ
し
て
、
テ
ー
マ
を
象
徴
す
る

も
の
や
大
規
模
な
も
の
を
中
心
イ
ベ

ン
ト
と
し
、
継
続
的
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

《
テ
ー
マ
お
よ
び
主
な
催
し
物
》

【
春
=
花
】

▽
春
の
花
ま
つ
り

▽
健
康
あ
だ
ち
2
1運
動
記
念
講
演
会

【
夏
=
花
火
】

▽
足
立
の
花
火
大
会

【
秋
=
ま
つ
り
】

▽
区
民
の
日
記
念
式
典

▽
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り

【
冬
=
雪
と
光
】

▽
初
雪
ま
つ
り

▽
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
光
の
祭
典

■
記
念
事
業
は
協
働
作
業
■

7
0周
年
記
念
事
業
は
、
区
民
・
議

会
・
民
間
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

区
民
団
体
・
N
P
O
な
ど
様
々
な
団

体
や
個
人
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
基
づ
く
「
協
働
」
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
、
新
た
な
事
業
手
法
で
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
区
民
は
参
加
者
で

あ
る
と
と
も
に
、
主
催
者
に
も
な
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
事
業
手
法
を

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

■

春
の
事
業

■

春
の
テ
ー
マ
は
【
花
】
で
す
。
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

□
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
風

の
子
」
の
開
設

▽
4
月
1
日
側
、
綾
瀬
旧
生
涯
学
習

館

※
く
わ
し
く
は
1
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い

□
春
の
花
ま
つ
り

▽
4
月
1
4日
㈲
、
都
市
農
業
公
園
…

桜
の
観
察
会
、
花
ク
イ
ズ
、
さ
く
ら

餅
づ
く
り
な
ど

□
健
康
あ
だ
ち
2
1運
動
記
念
講
演
会

▽
4
月
2
4日
収
、
庁
舎
ホ
ー
ル
…
生

島
ヒ
ロ
シ
氏
に
よ
る
講
演
な
ど

□
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

▽
6
月
8
・
9
日
、
し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
…
は
な
し
ょ
う
ぶ
の
特
別
展
示
、

花
鉢
・
苗
木
の
販
売
な
ど

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
や
場
所
は
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
い
内
容
は
、
そ
の
都
度
「
あ
だ

ち
広
報
一
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
問
い
合
せ
は

企
画
部
企
画
課

(
4
月
1
日
以
降
は
政
策

経
営
部
政
策
課
)

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

▲ しょうぶ沼公園

あ
だ
ち
広
報
の
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

□
あ
だ
ち
広
報
(
毎
月
1
0日
・
2
5日

発
行
)

今
ま
で
1
0日
号
は
新
聞
折
込
で
し

た
が
、
1
0日
・
2
5日
号
と
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
各
戸
配
布

に
な
り
ま
す
。

□
あ
だ
ち
広
報
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
(
隔

月
1
日
発
行
)

新
聞
(
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
産

経
・
東
京
・
日
本
経
済
)
の
朝
刊
に

折
り
込
み
ま
す
。

※

区

民

事

務

所

や

駅

の

広

報

ス

タ

ン

ド

に

も

置

い
て

あ

り

ま

す

の

で

ご

利

用

く

だ

さ

い

□

ホ

ー

ム

ベ

ー
ジ

で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す「
あ

だ

ち

広

報

」
は
足

立

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

閲

覧

で

き

ま

す

。

(
h
t
t
p
:
/
/
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i
t
y
.
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t
o
k
y

O
■
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p
/
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問

先
=

広

報

係

g
(
3
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0
)
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8
1
1
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スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先=広報係S3880- 5815

ファクス・音声情報サービス
区政 情 報 を お 好 きな と き に手 に 入 れ 、聞 くこ と が でき ま す

専用電話??3889 ―3399
ファクスの場合 「はるかぜ」時刻表は…コード1537

救急指定医療機関名簿は…コード1101

新世紀 現代美術展
～足立に美術の

光と風を起す会～

抽象画や独創的な造形など現代美術の
展覧会が、2月16日～24日、ギャラクシ
ティで開かれました。 主催したのは、足
立にゆかりのある海外でも活躍する画家
の皆さん。足立区に美術文化を普及させ
ようと「足立に美術の光と風を起す会」
を結成し、積極的に活動してい ます。
他区から来た方は、「これだけ見ごたえ
のある展覧会が開けるのは、足立区の美
術のレベルが高いからでし ょう」と、熱
心に作品を観てい ました。 また、会期中、
ギャラクシティの外側にも大作が掲げら
れ、通りを行く人の目も楽しませていま
した。 ▲ 秀作が多数展示された会場

みんな 、
いっしょにうたったよ

江 北 幼 稚 園
3 月2 日、江北幼稚園で地元のコーラスグ

ループ 「クリ ング・クライス」を招いて、ひ
なまつりの交流会が行われました。
「語りかける」ように短く詩を読み、それを
追いかけるようにコーラスが歌う、趣向を凝
らした構成。子どもたちもステージに上がり、
元気に大 きな声で一緒に歌い ました。 園は、
この3 月で30 年の歴史 に幕 を降ろし ます。PTA

会長の近藤さんは、「こ の地に、この幼
稚園があったことや、きょうのことを忘れな

いでほしい」 と感慨深い様子でした。

体育館で身近な観劇会
「ガヤガヤとムッツリの

たんじょうび」
2月24日、大谷田谷中・神明・

佐野・大谷田の4 児童館共催によ
る、劇団「風の子」の演劇が辰沼
小で行われました。この観劇会も
地域に定着し、当日は400人近い人
々が集まり、体育館は熱気いっぱ
い。小さな子はファンタジックで
動きのある舞台に、小学生は、自
分にイメージを重ねるように夢中
になって見入っていました。

▲ トケイソウの
森をイメージし
た美しい舞台

▲ 「おもしろ ー
い」、みんな夢中

好評いただいております
ひまわり園のパン

2 月24日、障害者通所授産施設「竹の
塚ひまわり園」でパンフェアーが開かれ
ました。同園と綾瀬ひまわり園の通所者
の手作りによるパンは安くておいしいと
好評です。その日ごろの感謝の気持ちを
込めてと半額で販売しました。開始前か
ら長蛇の列ができ、予定の3 千個は約1
時間で完売し、500個を追加生産したほど
の大反響でした。

手
作
り
で
心
が
こ
も

つ
た
お
い
し
い
パ
ン パ

ン
教
室
も
開
か
れ

ま
し
た

古紙配合率75% 再生紙を使用しています O. A284, 000


